
指導方法等の改善計画について 〔国語科〕               高  西   中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】「基礎・基本」定着状況調査 

 小説（物語文）の学習において、文章中の表現を根拠にしながら登場人物の心情の変化を捉えていく活動を取

り入れる。景色の描写などの抽象化された表現にも注目させ、感情を表す適切な語句を用いて登場人物の心情を

説明させる。 

【課題２】全国学力・学習状況調査 

 品詞分類・品詞の働きについて理解させる。 

ことばの意味が分からなかったため，問題に対応できなかったと考えられる。辞書引きや読書など言語に触れ

させる活動や音読活動に取り組む。 

資料を適切に読ませる力を育成するとともに，読み取ったことを整理して自分の考えを記述させる活動を行う。 

 
 

 

【課題１】「基礎・基本」定着状況調査 

登場人物の心情の把握ができていない。 

 （通過率２２．２％） 

 

【課題２】全国学力・学習状況調査 

  単語の類別についての理解ができていない。（通過率２６．１％） 

  語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使えていない。（通過率４５．２％） 

  複数の資料から適切な情報を得て，自分の考えを具体的に書くことに課題が

ある。（通過率２４．３％） 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校７２．０％，県７３．６％） 

「基礎・基本」定着状況調査 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法    
１・２年生 
期末テスト 

 
２年生 

Ｈ２７年度「基礎・基本」 
 

目標値    ６０.０％  ７４.０％  

実施後数値        

 
全国学力・学習状況調査 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法    
３年生 

期末テスト 
３年生 

学年末テスト 
  

目標値    ６５.０％ ６５.０％   

実施後数値        

 

対県比 ９７．８％ 

 

 

 

○全体的な傾向について 

 国語の結果について，タイプⅠは72.8％，タイプⅡは68.6％であ

った。文法（特に主述の関係）を正しく理解できていない部分があ

り、正確な表現ができていない生徒が目立った。 

○昨年度の課題への取組の成果・課題 

 昨年度の課題「要旨の把握」「情報の取り出し・伝えたい事実を明

確にした記述」は通過率大幅に上がった。一方で、読むことの「登

場人物の心情の把握」が文章に基づいて行えていない。 

本年度の結果について   

来年度（全国学力学習状況調査）の目標値 

 

対全国比 １００％ 

 

 

 

Ａ問題 

本校７６．７％ 

全国７５．８％ 

 県 ７６．５％ 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率   

B問題 

本校７０．７％ 

全国６５．８％ 

 県 ６７．０％ 

学力定着実態調査 本年度正答率   

別紙４（参考様式）      

本校６６．７％ 

全国６６．８％ 対全国比 ９９．９％ 

 

 

 



指導方法等の改善計画について 〔数学科〕              高  西   中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】「基礎・基本」定着状況調査 

中央値（メジアン）とは，階級の中央の値ではなく，資料の値を大きさの順に並べたときの中央の値であるこ

とを，色々な表を使って確認し，練習させ理解させる。 

 

【課題２】全国学力・学習状況調査 

２つの直線がどのように交わっても「対頂角は等しい」ことを証明する際，証明の一般性について着目できて

いない生徒が多い。論証では，その一般性について考えさせながら，仮定と結論を明確にして証明させるよう指

導していく。 

 

 
 

 

【課題１】「基礎・基本」定着状況調査 

表から中央値（メジアン）を求める問題に課題がある。表にあるシュートの入っ

た本数（0から10）の真ん中である5をかいた生徒が23.1％。（通過率30.8％） 

 

【課題２】全国学力・学習状況調査 

対頂角は等しいことの証明について正しい記述を選択する問題に課題がある（通

過率16.5％）。 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校６８．８％，県７０．４％） 

「基礎・基本」定着状況調査 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 2年生復習テスト   2年生復習テスト  2年生復習テスト 1年生学期末テスト 

目標値 50.0％   60.0％  70.0％ 70.0％ 

実施後数値        

 
全国学力・学習状況調査 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法    ３年生期末テスト ３年生学年末テスト   

目標値    65.0％ 65.0％   

実施後数値        

 

対県比 ９７．７％ 

 

 

 

〇全体的な傾向について 

 全国学力学習状況調査から，基礎的・基本的

な内容については定着が図られていると考え

が，正しい記述を選択する問題について課題が

みられる。数学的な表現やそれを正しく読み取

ることに対して，定着が図られていない。 

本年度の結果について   

来年度（全国学力学習状況調査）の目標値 

 

対全国比 １００％ 

 

 

 

Ａ問題 

本校６５．１％ 

全国６４．４％ 

 県 ６４．６％ 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率   

B問題 

本校４４．６％ 

全国４１．６％ 

 県 ４２．７％ 

学力定着実態調査 本年度正答率   

別紙４（参考様式）      

本校６１．８％ 

全国６９．８％ 対全国比 ８８．５％ 

 

 

 



指導方法等の改善計画について 〔理科〕               高  西    中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】「基礎・基本」定着状況調査 

・観察実験において，実験器具の数や操作の難しさの関係で演示実験や説明だけで授業を進めている内容が多い

ため，定着率が低いと考えられるため，ポイントを絞った観察を指導することで改善を図る。 

 

 

【課題２】全国学力・学習状況調査 

・基本的な用語の理解を深めるため，用語の説明に止めず，用語を使った発表やワークシートへの記入     

をする機会を必ず設定し，理解を深める。 

 

 
 

 

【課題１】「基礎・基本」定着状況調査 

・裸子植物と被子植物の花のつくりの違いについて理解している。（通過率２．６％） 

子房の有無については多くの生徒が理解しているが，花弁やがくについては授業でも

深く触れていない。 

 

【課題２】全国学力・学習状況調査 

・上昇気流と気圧，断熱膨張についての基礎知識の定着が不十分であり，この３

つについての連動した思考ができるまでに至っていない。 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校４７．６％，県５０．２％） 

「基礎・基本」定着状況調査 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法    
１・２年生 
期末テスト 

 
１・２年生 
学年末テスト 

 

目標値    ７０.０％  ７０.０％  

実施後数値        

 
全国学力・学習状況調査 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法    ３年生 
期末テスト  ３年生 

学年末テスト  

目標値    ７０.０％  ７０.０％  

実施後数値        

 

対県比 ９４．８％ 

 

 

 

〇全体的な傾向について 

・理科の結果において，タイプⅠは４４．８％ 

タイプⅡは５１．８％の通過率となっている。 

この結果から昨年度と同様に基礎的・基本的な

内容の定着に課題があると考えられる。特に生

物分野の植物の特徴や顕微鏡の使い方に大きな

課題がみられた。 

・昨年度の課題であった地学分野の問題につい

ては，観察実験の成果として正答率が上昇した。 

本年度の結果について   

Ａ問題 

本校５４．２％ 

全国５３．０％ 

 県 ５２．２％ 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率   

B問題 

本校    ％ 

全国    ％ 

 県     ％ 

学力定着実態調査 本年度正答率   

別紙４（参考様式）      

本校６０．６％ 

全国６６．０％ 対全国比 ９１．８％ 

 

 

 



指導方法等の改善計画について 〔英語科〕                  高西    中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】 

・助動詞を用いて相手に許可を取ったり，依頼をしたり，それに対して応えたりするペア活動を帯活動で仕組む。 

・まとまった量の英語を聞いたり，読んだりする活動を仕組み，その際に要点をメモにまとめ，ペアで共有しあ

うなど，正しく内容を把握する指導をおこなう。 

 

【課題２】 

 

 

 
 

 

【課題１】「基礎・基本」定着状況調査 

英語での問いかけに対する適切な応答を理解している。（通過率26.8％） 

canの許可を得る際の用法について理解できていない。 

 

 

【課題２】 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校６８．６％，県６８．２％） 

【課題１】 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法    
１・２年生 
期末テスト   

１・２年生 
学年末テスト 

目標値    55％   65％ 

実施後数値        

 
【課題２】 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法        

目標値        

実施後数値        

 

◯全体的な傾向について 

英語の結果において，タイプⅠは70.6％，タイプⅡは60.7％の通過率となっている。この

結果から，基礎的・基本的な内容についてはおおむね定着が図られていると考えられるが，

それを活用した応用問題の定着があまり図られていないと考える。 

◯昨年度の課題への取り組みの成果 

昨年度は英文や資料から適切な情報を読み取ることに課題が見られたので，文章読解の際

に，内容を表やグラフ，絵にしたものと対応させてQ＆Aを行う活動に力を入れた結果，「情

報を基にした概要や要点の理解」の通過率が60.7％に上昇した。 

本年度の結果について   

別紙４（参考様式）      

対県比 １００．９％ 

 

 

 



質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：生徒質問紙調査）  

（１）生活・学習  

生徒の回答についての 

課題（現状値） 
今後の具体的な取組の内容 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

 

課題を解決するために，進んで資料

を集めたり取材をしたりする生徒の割

合が低い。（肯定的回答38.5％）。 

 

 

 

・授業の中で実際に資料を集め，資

料に基づいて自分の考えを吟味す

る活動を増やすことで，情報収集・

活用の能力を育成するとともに，資

料の有用性を実感させたりする。 

１

年

・

２

年 

 

 

 

70％ 

 

 

 

アンケート 

 

 

 

学期末 

 

 

 

 

 

（２）教科  

 
生徒の回答についての 

課題（現状値） 

授業改善の方向性や 

具体的な取組 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

国 

 

語 

国語の授業で学んだことを，ふだ

んの生活で使ったり，学んだこと

がどのような場面で使えるのか

考えたりしています。（よくあて

はまる，ややあてはまるの計

45.3％） 

・文章で取り上げられているテーマ

や筆者の意見について，自身または

身の回りのことを振り返り（必要に

応じて調査をし）ながら自分なりの

意見を持たせる。意見は書く・話す

活動を通じて整理・交流させる。 

 

１

年

・

２

年 

60％ 生徒アンケート 学年末   

数 

 

学 

数学の授業では，自分の解き方や

考え方を話し合うときに理由を

あげて説明しています。（よくあ

てはまる，ややあてはまるの計

50.5％） 

・ペアでの教え合いを行うなど，説

明する活動を増やす。 

・発表の際，答えのみでなく，何故

そうなるのか理由も説明させる機

会を増やす。 

１

年

・

２

年 

60％ 生徒アンケート 学年末   

理 

 

科 

理科の授業では，自分の考えをま

わりの人に説明したり発表した

りしています。（よくあてはま

る，ややあてはまるの計40.2％） 

・ノートの左の欄に自分の考えや気

付きっをメモするよう指導してい

るが，そこを授業中に交流したりす

る取り組みを増やしていく。 

１

年

・

２

年 

60％ 生徒アンケート 学年末   

英 

 

語 

英語の授業では，聞いたり読んだ

りしたことについて，メモを取っ

たり，感想や意見などを話したり

書いたりしています。(よくあて

はまる，ややあてはまるの計

47.0％) 

・まとまった量の英語を聞いたり，

読んだりする活動を仕組み，その際

にメモの取り方の指導，ペアでの共

有を行う。 

・本文の読解のあとにそれについて

感想や意見を書く活動を行う。 

１

年

・ 

２

年 

60％ 生徒アンケート 学年末   

 
 

数学の授業では，解き方や考え方を話し合うときに理由をあげて説明しています。 

英語の授業では，聞いたり読んだりしたことについて，メモを取ったり，感想や

意見などを話したり書いたりしています。 

国語の授業で学んだことを，ふだんの生活で使ったり，学んだことがどのような
場面で使えるのか考えたりしています。 

理科の授業では，自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりしています。 


